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ఆ　ྫ　会

　ொ௕͔ΒఏҊされͨ৚ྫͷ੍ఆͱҰ෦վਖ਼ɺิਖ਼༧ࢉɺ
ਓࣄҊ݅なͲΛ৻ॏ৹議͠ɺશͯݪҊͷͱ͓りՄܾͨ͠。
　Ұൠ࣭໰は��ਓがߦいɺさま͟まな֯౓͔Βொͷ࢟
੎Λͨだͨ͠。

第４回定例会
12݄1�೔ʙ20೔ʢ̓೔ؒʣ

⑴
地
域
一
丸
と
な
っ
て
収
益
力
向
上
に
一
体
的
か
つ

計
画
的
に
取
り
組
む
産
地
に
お
い
て
、
生
産
体
制
の

強
化
に
向
け
た
取
組
の
た
め
に
リ
ー
ス
導
入
す
る

農
業
機
械
に
つ
い
て
、
１
／
２
以
内
の
額
の
補
助
。

⑵
農
業
の
生
産
性
を
高
め
、
競
争
力
を
強
化
し
て
い
く

た
め
に
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
加

速
し
、
生
産
コ
ス
ト
を
削
減
し
て
い
く
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
に
お
け
る

旧
姓
使
用
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
。

こんなことが決まりました

一
般
会
計
補
正
予
算

Ұൠձܭ
����ສ�ઍԁ௥Ճ͠

総額66億8541万8千円

ܭಛผձݥอ߁ຽ݈ࠃ
���ສ�ઍԁֹ͠ݮ

総額26億849万2千円

ܭҩྍಛผձऀྸߴظޙ
���ສ�ઍԁֹ͠ݮ

総額18億8980万円

⑴
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金�ŋŋŋŋŋ

１
５
５
４
万
円

⑵
農
地
中
間
管
理
機
構
集
積

協
力
金�ŋŋŋŋŋŋŋŋ

３
４
３
万
円

⑴
清
里
小
学
校
特
別
支
援
改

修
工
事
費ŋŋŋŋŋ

２
１
４
万
円

⑵
清
里
小
学
校
特
別
支
援
教

室
エ
ア
コ
ン�ŋŋŋŋŋŋŋŋ

��
万
円

⑶
長
洲
中
学
校
特
別
支
援
教

室
エ
ア
コ
ン�ŋŋŋŋŋŋŋŋ

��
万
円

◦
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
開
発

委
託
料�ŋŋŋŋŋŋŋŋ
２
７
５
万
円
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【
内
容
】

　

長
洲
町
地
域
優
良
賃
貸

住
宅
の
維
持
管
理
及
び
整

備
に
要
す
る
財
源
に
充
て

る
た
め
。

໰
（
大
森
議
員
）

こ
の
基
金
は
民
間
企

業
で
い
う
貸
借
対
照
表
上

で
考
え
る
と
、
預
か
り
金

の
よ
う
な
も
の
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

家
賃
等
の
収
入
と
維

持
管
理
料
、
建
設
に
関
す

る
割
賦
払
い
分
等
の
支
出

が
あ
り
、
そ
の
差
し
引
き

の
余
剰
分
を
基
金
と
し
て

積
み
立
て
て
い
く
。

໰
（
大
森
議
員
）

第
５
条
で
「
町
長
が

必
要
と
認
め
る
と
き
は
」

と
あ
る
が
制
限
は
あ
る
の

か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

繰
り
入
れ
に
関
す
る

歳
入
等
を
予
算
で
議
決
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

【
内
容
】

　

長
洲
駅
西
側
駐
車
場
を

廃
止
す
る
た
め
。

【
内
容
】

施
設
名

　

長
洲
駅
南
口
駐
車
場

指
定
管
理
者

ア
マ
ノ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　

野
川
文
吾

指
定
期
間

平
成
��
年
３
月
１
日
〜

平
成
��
年
３
月
��
日

【
内
容
】

　

公
有
水
面
の
埋
め
立
て

に
よ
り
土
地
を
生
じ
た
た

め
。

長
洲
字
上
弐
丁
目

　

３
３
２
８
番
��
の
地
先

　

４
６
５
・
��
㎡

長
洲
字
上
壱
丁
目

　

３
３
２
５
番
��

　

３
３
２
８
番
��
の
地
先

　

１
万
１
３
１
４
・
��
㎡

໰
（
磯
野
議
員
）

登
記
名
義
人
は
。

౴
（
建
設
課
長
）

熊
本
県
に
な
る
。

【
内
容
】

　

新
た
に
生
じ
た
土
地
を

長
洲
町
大
字
長
洲
字
上
弐

丁
目
に
編
入
す
る
。

条
例
の

制
定
な
ど

長
洲
町
地
域
優
良
賃

貸
住
宅
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

長
洲
町
駐
車
場
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

長
洲
駅
南
口
駐
車
場

の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

あ
ら
た
に
生
じ
た
土

地
の
確
認
に
つ
い
て

字
の
区
域
の
変
更
に
つ

い
て

人
事
案
件

ࢯຊ ༟จࡔ
ʢ޲໺۠ʣ

℄ా ඒ௡ࢯࢠ
ʢٶϊொ۠ʣ

தඌ ਗ਼ࢯࢤ
ʢෲ੺۠ʣ

஑ా Ұࢯ٢
ʢԘ԰۠ʣ

教
育
委
員
会
委
員

人
権
擁
護
委
員

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員

৽ͨにੜͨ͡౔஍
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৹�ٞ�݁�Ռ　⿥શ議ҊՄܾ⿦

議Ҋ൪߸ ݅　　໊
前
田
美
和
子

中
川　

雅
明

福
本
み
や
子

大
森　

秀
久

竹
本　

信
次

荒
木　

睦
子

磯
野　
　

博

浦
邊　

朝
章

宮
本
哲
太
郎

濱
村　

芳
光

福
永　

栄
助

松
井　

一
也

濱
﨑　
　

久

徳
永　

範
昭

ٞҊୈ��߸ 長洲町஍Ҭ༏ྑ௞ିॅ୐ۚج৚ྫͷ੍ఆ
ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ��߸ 長洲町றं৔৚ྫͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�6߸ 長洲Ӻೆޱறं৔ͷࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆʹ
͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�7߸ ͋Βͨʹੜͨ͡౔஍ͷ֬ೝʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�8߸ 字ͷ۠Ҭͷมߋʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�9߸ ฏ੒29೥౓長洲町Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ
̒߸ʣʹ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�0߸ ฏ੒29೥長洲町ࠃຽ݈߁อݥಛผձܭ
ิਖ਼༧ࢉʢୈ̎߸ʣʹ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�1߸ ฏ੒29೥౓長洲町ऀྸߴظޙҩྍಛผ
ձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̎߸ʣʹ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ಉҙୈ1�߸ ͍ͯͭʹҭҕһձҕһͷ೚໋ڭ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ಉҙୈ1�߸ ͍ͯͭʹҭҕһձҕһͷ೚໋ڭ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ಉҙୈ1�߸ 長洲町ݻఆ࢈ࢿධՁ৹ࠪҕһձͷҕһͷ
બ೚ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

߸໰ୈ̍ࢾ ਓݖ༴ޢҕһͷਪનʹ͖ͭҙݟΛٻΊΔ
͜ͱʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞఏୈ̐߸ ಓ࿏੔උ܎ʹۀࣄΔิॿ཰౳ͷ্͔͛͞
ાஔͷܧଓʹؔ͢Δҙݟॻ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

੒ʜʓɹɹ൓ରʜʷɹɹࢍ ʢܽୀʣ੮ʜܽ
ˎٞ長͸දܾʹՃΘΓ·ͤΜɻ

　
「
平
成
��
年
熊
本
地
震
」
は
、
本

県
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

移
動
手
段
を
自
動
車
交
通
に
大

き
く
依
存
し
て
い
る
本
町
に
お
い

て
は
、
主
要
町
道
の
整
備
、
ま
た

既
存
道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、「
道

路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の

規
定
に
よ
り
、
交
付
金
事
業
の
補

助
率
が
か
さ
上
げ
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
特
別
措
置
は
平
成
��
年
度
ま

で
の
時
限
措
置
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
廃
止
さ
れ
る
と
自
主
財

源
に
乏
し
い
地
方
自
治
体
に
と
っ

て
は
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
が

困
難
な
も
の
と
な
る
。
よ
っ
て
国

に
お
か
れ
て
は
、
道
路
財
特
法
の

補
助
率
の
か
さ
上
げ
措
置
に
つ
い

て
、
平
成
��
年
度
以
降
も
引
き
続

き
継
続
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

国
へ
意
見
書
を
提
出

全
員
賛
成

『
採
択
』

ॻఏग़ݟ΁ҙࠃ
道路整備事業に係る補助率等のかさ上げ措置の継続に関する意見書
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

લాඒ࿨ࢠ議һ

介
護
予
防
拠
点
施
設
等
を
更
に
活
性
化
を

౴
介
護
予
防
活
動
を
活
発
化
し
、
充
実
を
図
っ
て
い
く

໺۠ʣ޲りʢͮ͘ؾݩಈで׆なൃ׆

໷ಓΛ໌Δ͘রΒす౮

街
路
灯
・
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

今
後
の
計
画
は

౴

設
置
に
つ
い
て
は
、

素
早
く
対
応
し
て
い
く

໰
町
内
で
は
、
加
速
す

る
高
齢
化
社
会
を
見

据
え
「
元
気
に
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
��

箇
所
の
介
護
予
防
拠
点
施

設
等
で
脳
ト
レ
、
元
気
ア

ッ
プ
体
操
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
現
状
と
課
題
は
。

౴
（
町
長
）

今
年
度
は
、
参
加
者

໰
安
心
安
全
の
町
づ
く

り
の
た
め
の
街
路

が
９
千
人
を
超
え
て
い
る
。

介
護
認
定
率
も
��
・
４
％

に
ま
で
減
少
し
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
結
果
が
出
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
男

性
の
参
加
者
が
少
な
い
な

ど
の
課
題
も
あ
る
た
め
、

今
後
も
も
の
づ
く
り
塾
や

ス
ポ
ー
ツ
の
教
室
な
ど
多

く
の
方
々
が
参
加
で
き
る

取
り
組
み
を
進
め
る
。

灯
、
防
犯
灯
の
設
置
状
況

は
。

໰
介
護
予
防
拠
点
間
で

の
お
互
い
の
活
動
を

知
り
、
ま
た
取
り
入
れ
る

な
ど
の
交
流
は
あ
る
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

一
緒
に
事
業
を
行
う

と
い
う
交
流
を
行
っ
て
い

る
地
域
も
あ
る
。
他
の
公

民
館
へ
の
参
加
も
あ
り
交

流
は
進
ん
で
い
る
。

໰
介
護
予
防
だ
け
で
は

な
く
医
療
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

介
護
予
防
拠
点
施
設

等
連
絡
協
議
会
の
中
で
医

療
の
講
演
会
等
の
情
報
提

供
や
生
涯
学
習
的
な
活
動

情
報
も
提
供
し
て
い
る
。

町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
活
動
を
介
護
予
防
拠

点
施
設
等
で
実
施
出
来
る

よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け

る
。

໰
今
後
企
業
と
の
連
携

事
業
に
つ
い
て
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

昨
年
は
㈱
Ｄ
Ｈ
Ｃ
と

連
携
し
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教

室
を
開
催
し
た
。
今
後
は

活
動
の
内
容
や
予
算
も
含

め
前
向
き
に
検
討
す
る
。

౴
（
町
長
）

町
内
に
２
５
７
箇
所

設
置
、
町
設
置
の
街
路
灯
、

防
犯
灯
は
前
年
度
ま
で
１

５
６
基
、
今
年
度
��
基
新

設
し
て
い
る
。

໰
子
ど
も
た
ち
の
安
全

が
一
番
だ
が
通
学
路

は
ま
だ
暗
い
箇
所
が
あ
る
。

通
学
路
の
把
握
は
し
て
い

る
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

町
の
街
路
灯
、
防
犯

灯
は
町
の
地
図
情
報
シ
ス

テ
ム
で
管
理
し
て
い
る
。

学
校
か
ら
の
要
望
等
が
あ

れ
ば
現
場
を
確
認
し
設
置

す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

児
童
生
徒
が
安
心
安
全
に

通
学
で
き
る
よ
う
整
備
に

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

໰
区
と
区
の
境
目
に
暗

い
箇
所
が
あ
る
が
。

౴
（
総
務
課
長
）

新
規
設
置
に
つ
い
て

は
、
幹
線
道
路
や
区
の
境

目
を
対
象
に
設
置
し
て
い

く
。
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き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
増
台
後
の
登
録
者
数
及
び
利
用
状
況
は

౴
登
録
者
数
お
よ
び
利
用
者
数
共
に
増
加
し
て
い
る

ར༻ऀが૿͑Δ͖Μ ΐ͗λΫγʔ

໰
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー

は
、
平
成
��
年
��
月

よ
り
２
台
か
ら
３
台
に
増

台
さ
れ
１
年
が
過
ぎ
た
。

登
録
者
数
お
よ
び
利
用
状

況
は
増
台
す
る
前
と
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。

౴
（
町
長
）

増
台
前
後
の
１
年
間

で
比
較
す
る
と
、
登
録
者

数
は
、
３
０
８
４
人
か
ら

３
２
３
９
人
。
１
５
５
人

の
増
加
。
利
用
者
数
は
、

１
万
５
３
５
２
人
か
ら
１

万
８
３
０
７
人
。
２
９
５

５
人
増
加
し
て
い
る
。

໰
予
約
を
断
る
ケ
ー
ス

は
、
増
台
前
よ
り
緩

和
さ
れ
た
の
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

お
断
り
件
数
は
、

１
／
３
程
度
に
減
少
し
て

い
る
。

໰
緊
急
時
の
安
全
対
策

は
、
確
立
さ
れ
て
い

る
の
か
。

౴
（
町
長
）

緊
急
時
の
連
絡
を
受

け
た
時
、
町
職
員
も
現
場

に
急
行
。
運
行
事
業
者
と

協
力
し
対
応
す
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
。

໰
要
支
援
、
要
介
護
者

へ
の
対
応
は
。

౴
（
町
長
）

介
護
が
必
要
な
方

は
、
つ
き
添
い
人
が
同
乗

す
れ
ば
、
乗
車
で
き
る
。

໰
玉
名
地
域
へ
の
運
路

開
設
、
土
曜
日
の
運

行
新
設
に
つ
い
て
は
。

౴
（
町
長
）

玉
名
地
域
へ
は
、
既

在
バ
ス
路
線
、
タ
ク
シ
ー

事
業
等
と
の
営
利
的
な
問

題
。
長
洲
・
玉
名
間
に

は
、
バ
ス
路
線
、
Ｊ
Ｒ
九

州
の
機
関
が
あ
る
こ
と
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通
は
、
営

業
区
域
内
で
完
結
す
べ
き

事
等
を
考
慮
す
れ
ば
難
し

い
。
土
曜
日
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
一
般
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
経
営
の
圧
迫
、

人
員
配
置
増
に
よ
る
財
政

負
担
等
を
考
慮
し
、
長

洲
・
荒
尾
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
運
行
は

し
な
い
と
協
議
さ
れ
た
。

໰
土
曜
日
、
高
齢
者
限

定
で
低
料
金
で
利
用

で
き
る
補
助
金
付
タ
ク
シ

ー
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
し
て

は
ど
う
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

い
ろ
ん
な
自
治
体
で

施
行
さ
れ
て
い
る
。
制
度
、

利
用
者
等
を
調
査
し
、
財

政
面
も
含
め
て
総
合
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

໰
金
魚
の
町
長
洲
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
意
味
に

お
い
て
も
、
運
転
手
の
方

に
、
帽
子
、
チ
ョ
ッ
キ
等
、

金
魚
に
関
わ
る
デ
ザ
イ
ン

を
し
た
制
服
を
着
用
し
て

い
た
だ
く
の
は
ど
う
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

宣
伝
効
果
も
あ
る
の

で
運
行
事
業
者
と
協
議
し
、

検
討
し
て
い
く
。

※
デ
マ
ン
ド
型
交
通

路
線
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー

の
中
間
的
な
交
通
機

関
。
予
約
が
あ
っ
た
時

の
み
運
行
す
る
方
式

த઒խ໌議һ
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一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

増
え
る
空
き
家
を
ど
う
活
か
す
の
か

౴
空
き
家
バ
ン
ク
で
全
国
に
情
報
発
信
し
活
性
化
め
ざ
す

ະ૬ଓͷ૬ஊがଟい

よ͛޿ ʂ͏ަ ྲྀͷྠΛ

自
治
体
連
携
の
方
向
性
は

౴

小
中
学
生
の
交
流
派
遣
計
画

໰
空
き
家
調
査
後
の
現

状
と
課
題
は
。

౴
（
町
長
）

３
０
３
戸
の
空
き
家

を
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化
し

て
台
帳
管
理
し
た
。
空
き

໰
空
き
家
は
有
効
活
用

す
べ
き
だ
。
推
進
す

る
補
助
制
度
は
あ
る
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

空
き
家
等
除
却
事
業

補
助
金
や
空
き
家
バ
ン
ク

活
用
時
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
、
バ
ン
ク
活
用
成
約
な

ら
奨
励
金
制
度
な
ど
が
あ

る
。

໰
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
希
望
者
や
空
き

家
を
探
し
た
い
人
の
手
順

や
、
不
動
産
業
者
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
、
台

帳
登
録
者
へ
制
度
周
知
文

書
で
呼
び
か
け
を
し
て
い

る
。

　

希
望
者
は
町
の
窓
口
で

調
査
を
依
頼
し
専
門
的
な

調
査
後
、
バ
ン
ク
に
登
録

す
る
と
Ｈ
Ｐ
に
て
情
報
が

公
表
さ
れ
る
。
不
動
産
宅

໰
県
内
外
の
市
や
町
と

友
好
関
係
に
あ
り
、

評
価
で
き
る
。
今
後
の
方

向
性
は
ど
う
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

子
ど
も
た
ち
の
交
流

や
産
業
経
済
の
連
携
協
力

を
推
進
し
た
い
。

໰
民
間
や
町
民
レ
ベ
ル

の
交
流
を
奨
め
る
な

家
対
策
計
画
を
策
定
。
空

き
家
バ
ン
ク
事
業
も
開
始
。

��
件
の
相
談
へ
対
応
す
る

が
、
未
相
続
の
相
談
が
多

く
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

建
協
会
に
紹
介
し
た
の
ち

は
、
個
々
に
協
議
し
て
も

ら
う
手
順
と
な
る
。

໰
活
性
化
さ
せ
る
た
め

の
課
題
は
な
に
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

教
育
子
育
て
支
援
施

策
な
ど
を
強
く
Ｐ
Ｒ
し
、

総
合
的
に
情
報
を
発
信
し

ら
、
小
中
学
生
を
互
い
の

町
で
体
験
交
流
会
な
ど
行

い
、
町
の
良
さ
や
郷
土
意

識
、
職
業
観
な
ど
に
繋
げ

て
は
ど
う
か
。
農
水
産
業

の
若
い
生
産
者
に
も
世
界

農
業
遺
産
の
視
察
な
ど
考

え
て
は
ど
う
か
。

౴
（
教
育
長
）

来
年
度
瀬
戸
市
の
小

෱ຊΈ΍ࢠ議һ

て
登
録
に
つ
な
げ
た
い
。

　

相
続
問
題
に
つ
い
て
は

戸
籍
係
と
粘
り
強
く
や
っ

て
い
く
。
空
き
家
の
定
期

的
管
理
を
希
望
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
と
も
協
議
し
て
い

き
た
い
。

中
学
生
と
の
交
流
を
し
た

く
派
遣
す
る
こ
と
を
考
え

計
画
中
で
あ
る
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

漁
業
は
一
年
お
き
に

研
修
視
察
し
て
い
る
。
農

業
も
情
報
交
換
の
場
を
考

え
て
い
き
た
い
。
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入
学
準
備
金
の
前
倒
し
支
給
が
広
が
っ
て
い
る
が
ど
う
考
え
る
か

౴
平
成
31
年
度
の
新
入
学
生
が
適
用
に
な
る
よ
う
実
施
し
て
い
く

長
洲
ミ
ニ
ト
マ
ト
は

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
検
討
す
べ
き

౴
Ｊ
Ａ
等
も
連
携
し
た
話
で
あ
れ
ば

町
は
支
援
し
て
い
き
た
い

໰
就
学
支
援
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
入
学
準
備

金
の
前
倒
し
支
給
が
広
が

っ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

౴
（
教
育
長
）

近
隣
の
他
市
町
で
も

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
当

町
は
平
成
��
年
度
の
新
入

学
生
が
適
用
に
な
る
よ
う

໰
農
業
後
継
者
を
確
保

し
活
性
化
を
考
え
る

と
き
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
長

洲
の
代
表
的
な
も
の
に
な

実
施
を
考
え
て
い
る
。

໰
大
き
な
前
進
と
考
え

る
。
対
象
者
の
把
握

は
技
術
的
に
で
き
る
と
思

う
。
た
だ
、
前
倒
し
支
給

し
た
後
で
町
か
ら
転
出
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
は
ど
う
考
え
る
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

入
学
準
備
金
を
受
け

っ
て
い
る
が
、
地
域
団
体

商
標
を
活
用
し
た
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
創
生
が
町
独
自

で
考
え
ら
れ
な
い
か
。

と
っ
た
後
に
転
出
さ
れ
た

後
の
対
策
で
す
が
、
徴
収

し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

県
内
お
よ
び
管
内
の
状
況

を
精
査
、
検
討
し
な
が
ら

や
っ
て
い
く
。

໰
小
中
学
校
を
通
し
て

教
育
費
で
大
き
な
割

合
を
占
め
る
給
食
費
の
負

担
に
つ
い
て
、
全
額
も
し

く
は
一
部
を
無
償
化
す
る

考
え
が
な
い
か
伺
う
。

౴
（
教
育
長
）

給
食
費
の
負
担
を
全

部
も
し
く
は
一
部
無
償
化

す
る
こ
と
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

໰
中
学
３
年
生
ま
で
医

療
費
が
無
償
化
さ
れ

て
い
る
が
、
他
町
で
は
高

校
３
年
ま
で
無
償
化
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
本

町
も
高
校
３
年
ま
で
拡
充

す
る
考
え
は
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

今
の
と
こ
ろ
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
は

考
え
て
い
な
い
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

地
域
団
体
商
標
の
申

請
は
、
Ｊ
Ａ
や
漁
協
が
そ

の
地
域
の
作
物
や
水
産
物

を
登
録
し
て
い
る
と
思
う
。

長
洲
の
Ｊ
Ａ
等
も
連
携
し

た
話
が
あ
れ
ば
、
町
は
支

援
し
て
い
き
た
い
。

໰
県
内
の
地
域
団
体
商

標
で
の
登
録
は
��
件

あ
る
。
そ
の
中
に
「
荒
尾

梨
」
が
あ
り
、
権
利
者
は

玉
名
農
業
協
同
組
合
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

知
っ
て
い
た
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

特
許
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
登
録
さ
れ
て
い
る

の
は
確
認
し
て
い
る
。

ʲڅ৯අແঈԽͷ࣏ࣗମ  r ˎ熊本県

։࢝೥౓ ମ࣏ࣗ උɹߟ
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201�೥౓ ਫ্ଜ
2017೥౓ ࢢඌߥ খֶߍͷΈ

ʲڅ৯අҰ෦ิॿͷ࣏ࣗମ  r ˎ玉名郡

ମ࣏ࣗ ݄ɹֹ
ೆؔ町 2
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玉౦町 2
000ԁ

ʲڅ৯අҰ෦ิॿຊொに౰ͯはΊΔͱʳ
۠ɹ෼ ֹ݄ ೥ؒ༧ֹࢉ
খֶߍ 2
000ԁ 1
676ສ�ઍԁ
தֶߍ 2
000ԁ    79�ສ2ઍԁ
ֹܭ߹ 2
000ԁ 2
�70ສ6ઍԁ

ʲ۽ຊͷ஍Ҭஂମ঎ඪ  rˎ ಛڐிϗʔϜϖʔδΑΓ࡞੒

ొ࿥͞Εͨ΋ͷ རऀݖ
1 Ѩો͔ͨͳ௮ Ѩો͔ͨͳ௮૊߹
2 ఱ૲ڇࠇ ఱ૲ச࢈೶ڠۀಉ૊߹
� ఱ૲ͿΓ 熊本県ւਫཆ৩ۀ૊߹
� ඌསߥ 玉名೶ڠۀಉ૊߹
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6 ຏমயٿ ߹ຏমயञ଄૊ٿ
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9 খࠃਿ খࠃ町৿ྛ૊߹
10 ·͘΋ͱ৞ද ീ୅஍Ҭ೶ڠۀಉ૊߹
11 ઒Թઘࠇ ߹ಉ૊ڠཱྀؗޫ؍઒Թઘࠇ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

ま
ち
を
活
性
化
し
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
に
は
ど
う
す
る
か

౴
賑
わ
い
交
流
拠
点
の
整
備
と
企
業
誘
致
を
促
進
し
た
い

Ͳ͏なΔͲ͏すΔɾɾӺೆଆまͪͮ͘りߏ૝

໊ੴ඿ஂۀ޻஍に੒௕ۀ࢈ͷۀا༠கΛ

໰
ま
ち
を
活
性
化
し
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
た

め
に
駅
南
側
を
、
住
宅
地

や
商
業
地
と
し
て
開
発
す

る
ま
ち
づ
く
り
構
想
は
、

ど
う
進
め
て
い
る
か
。
ま

ち
の
目
指
す
べ
き
姿
を
明

確
化
し
町
民
に
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

住
宅
地
、
商
業
施
設
、

公
共
施
設
な
ど
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
良
好
な
住
宅

空
間
を
作
り
出
す
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。
民
間
等
の
協
力
を
得

て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

໰
賑
わ
い
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
人
が
集
ま

る
仕
掛
け
と
し
て
交
流
人

口
の
拡
大
に
向
け
た
観
光

振
興
を
ど
う
推
進
す
る
か
。

౴
（
町
長
）

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場

を
中
心
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
観

光
振
興
を
図
り
、
立
花
宗

茂
公
正
室
の
墓
通
称
ぼ
た

も
ち
さ
ん
や
有
明
海
の
夕

日
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
埋
も

れ
て
い
る
観
光
資
源
を
磨

き
上
げ
、
新
た
な
観
光
組

織
の
検
討
と
情
報
発
信
手

段
を
活
用
し
な
が
ら
、
内

外
か
ら
の
観
光
客
の
流
れ

を
戦
略
的
に
創
出
し
、
交

流
人
口
を
拡
大
し
た
い
。

໰
長
洲
港
周
辺
を
人
が

集
ま
る
交
流
拠
点
と

し
て
位
置
付
け
、
海
の
駅

整
備
事
業
に
約
１
億
円
を
、

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
整
備

事
業
」
と
し
て
、
海
岸
地

域
周
辺
の
景
観
を
楽
し
む

遊
歩
道
や
住
民
の
交
流
広

場
等
の
整
備
に
約
７
千
万

円
を
計
上
し
、
取
組
ん
で

い
る
長
洲
港
周
辺
整
備
計

画
の
進
捗
状
況
と
こ
れ
か

ら
の
動
向
は
、
ま
た
期
待

さ
れ
る
成
果
は
あ
る
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

海
の
駅
整
備
事
業

は
、
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場

に
展
開
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
み

な
と
憩
い
広
場
や
海
岸
周

辺
ト
イ
レ
の
整
備
、
金
魚

と
鯉
の
郷
広
場
の
ト
イ
レ

の
改
修
等
を
行
っ
た
。
成

果
は
、
有
明
フ
ェ
リ
ー
の

利
用
者
や
金
魚
と
鯉
の
郷

広
場
の
来
場
者
が
増
加
し

て
い
る
。

໰
名
石
浜
工
業
団
地
に

工
場
用
地
が
あ
る
の

に
、
成
長
産
業
の
企
業
誘

致
が
な
ぜ
出
来
な
い
か
。

企
業
誘
致
を
行
う
際
に
、

ど
の
よ
う
な
戦
略
で
活
動

さ
れ
、
企
業
誘
致
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
、
ど
の
よ
う
な

業
種
を
考
え
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

企
業
誘
致
の
活
動
と

し
て
は
、
本
社
等
に
足
を

運
び
要
望
等
を
す
る
と
と

も
に
、
熊
本
県
と
情
報
交

換
に
よ
っ
て
企
業
誘
致
を

行
っ
て
い
る
。
製
造
業
以

外
の
分
野
で
も
誘
致
で
き

る
よ
う
に
熊
本
県
と
も
協

議
し
て
い
る
。

஛ຊ৴࣍議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

「
は
ぐ
く
み
館
」を
核
と
し
て
、安
心
な
子
育
て
支
援
と
は

౴
必
要
な
支
援
の
調
整
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
に
取
り
組
む

਌ࢠで༡ͼにདྷまͤΜ͔

௕ऱொͷ̥ ̧にେ͖なྗͷ̍ͭ

長
洲
町
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
し
て
は
ど
う
か

౴
金
魚
を
活
用
し
た
町
の
Ｐ
Ｒ
を

幅
広
く
行
い
交
流
人
口
を
ふ
や
し
て
い
く

໰
平
成
��
年
４
月
に
、

は
ぐ
く
み
館
と
し
て

開
設
し
た
。
子
育
て
に
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
努
力

し
、
開
設
か
ら
８
カ
月
が

た
ち
、
そ
の
現
状
を
伺
う
。

໰
伝
統
の
地
場
産
業
で

あ
る
金
魚
は
、
長
洲

౴
（
町
長
）

開
設
後
、
延
べ
６
６

２
件
の
相
談
、
幼
保
巡
回

相
談
延
べ
��
件
あ
り
、
保

健
師
や
臨
床
心
理
士
等
の

専
門
職
が
対
応
し
て
い
る
。

町
の
観
光
の
目
玉
と
し
て

効
果
も
上
が
っ
て
い
る
。

໰
学
校
児
童
生
徒
に
関

す
る
相
談
は
ど
の
く

ら
い
か
伺
う
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

延
べ
６
６
２
件
の
う

ち
延
べ
３
５
２
件
で
あ
る
。

相
談
内
容
の
主
な
も
の
は
、

不
登
校
や
発
達
に
関
す
る

相
談
が
多
い
。

໰
発
達
に
問
題
が
あ
る

子
ど
も
は
、
ど
の
よ

う
に
関
係
機
関
と
連
携
を

と
っ
て
い
る
か
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

学
校
か
ら
の
相
談
を

受
け
た
際
は
、
情
報
を
共

有
し
、
関
係
機
関
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
療
育
手

帳
の
取
得
の
支
援
等
を
行

っ
て
い
る
。

໰
保
護
者
へ
の
支
援
で

何
か
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
か
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

九
州
看
護
福
祉
大
学

に
依
頼
し
、
育
児
が
楽
し

く
な
り
、
育
児
へ
の
自
信

に
つ
な
が
る
目
的
に
ペ
ア

レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
座

を
実
施
し
、
好
評
と
な
っ

て
い
る
。

そ
れ
に
加
え

て
、
海
、
田
畑

そ
れ
に
美
し
い

風
景
等
、
長
洲

町
の
魅
力
を
も

っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て

は
ど
う
か
。

౴
（
町
長
）

今
行
っ
て

い
る
イ
ベ
ン

ト
を
活
性
化
さ

せ
、
新
た
な
観

光
資
源
を
発
掘

し
、
近
隣
市
町

や
有
明
フ
ェ
リ

ー
と
連
携
し
、

長
洲
町
の
魅
力
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。

໰
観
光
客
に
対
し
て
、

観
光
情
報
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
観
光
案
内
板

の
設
置
（
つ
ま
り
行
き
た

い
場
所
の
マ
ッ
プ
コ
ー
ド

を
入
力
出
来
る
よ
う
な
も

の
）
の
考
え
は
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

今
現
在
、
今
年
度
の

予
算
等
で
案
内
板
を
金
魚

と
鯉
の
郷
広
場
内
に
設
置

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

携
帯
、
ス
マ
ホ
の
時
代
に

合
っ
た
デ
ジ
タ
ル
的
な
情

報
発
信
が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。

議һࢠ໦ກߥ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
町
政
運
営
を

౴
行
財
政
改
革
を
徹
し
て
い
き
た
い

कͤよࢮԽΛࣈࠇ

Θ͔り΍すいݴ༿で

町
民
の
方
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を

౴
わ
か
り
や
す
い
言
葉
に
か
え
て
い
き
た
い

໰
長
洲
町
中
期
財
政
計

画
が
示
さ
れ
、
平
成

��
年
度
か
ら
赤
字
収
支
の

見
込
み
だ
が
今
後
本
町
は

ど
の
よ
う
な
計
画
性
を
持

っ
て
財
政
再
建
を
図
っ
て

い
く
の
か
。

౴
（
町
長
）

本
町
の
財
政
状
況
を

見
る
と
、
法
人
町
民
税
の

浮
き
沈
み
に
よ
る
影
響
を

受
け
や
す
い
財
政
構
造
に

໰
「
広
報
な
が
す
」
��

月
号
の
９
ペ
ー
ジ
、

平
成
��
年
度
予
算
執
行
状

況
欄
を
見
る
と
現
金
不
足

運
営
で
な
い
か
と
見
受
け

ら
れ
る
が
。

౴
（
町
長
）

収
入
済
額
が
実
際
の

収
入
額
、
執
行
済
額
は
支

あ
る
中
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
等
の
影
響
に
よ

り
、
町
税
、
地
方
交
付
税

を
初
め
と
し
た
歳
入
の
見

通
し
が
不
透
明
な
状
況
に

あ
り
、
社
会
保
障
費
を
初

め
と
し
た
経
常
経
費
の
増

加
、
公
共
施
設
等
の
更
新
、

保
全
費
用
の
捻
出
な
ど
、

財
政
運
営
に
お
け
る
課
題

が
山
積
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
中
期
財
政
計
画
に

出
負
担
行
為
額
を
示
し
て

い
る
た
め
、
実
際
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
は
異
な

っ
て
い
る
。

౴
（
総
務
課
長
）

わ
か
り
に
く
い
表
記

で
あ
っ
た
。
今
後
町
民
の

方
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉

に
か
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

お
い
て
平
成
��
年
度
以
降

の
収
支
不
足
を
試
算
し
て

い
る
が
、
歳
入
歳
出
改
革

に
取
り
組
み
、
予
算
編
成

で
解
消
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

໰
こ
の
収
支
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
判
明
し
た
の
は
い

つ
ご
ろ
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

今
年
度
�
月
に
町
長

選
挙
が
あ
り
、
そ
の
政
策

も
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
財
政
計
画
を
作

成
し
、
要
求
額
を
全
額
計

上
す
る
も
の
と
し
、
平
成

��
年
度
以
降
を
試
算
し
た

と
こ
ろ
、
判
明
し
た
と
こ

ろ
だ
。

໰
平
成
��
年
度
の
単
年

度
収
支
は
大
幅
な
赤

字
で
あ
っ
た
。
平
成
��
年

度
の
単
年
度
収
支
の
予
測

は
。

౴
（
総
務
課
長
）

積
算
す
る
の
は
現
在

の
と
こ
ろ
難
し
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
た
だ
若
干
の
プ

ラ
ス
が
発
生
す
る
見
込
み

だ
が
、
今
後
�
月
に
地
方

贈
与
税
、
各
種
交
付
金
、

特
別
交
付
税
な
ど
を
現
時

点
で
見
込
む
こ
と
が
出
来

な
い
の
で
、
若
干
の
プ
ラ

ス
も
不
透
明
な
状
況
だ
。

໰
町
民
、
企
業
、
町
全

体
で
共
通
の
危
機
感

を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
い

と
改
善
し
な
い
と
考
え
る
。

町
民
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
知
ら
せ
る
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

財
政
計
画
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
示

し
て
い
き
た
い
。

໰
財
政
再
建
に
取
り
組

み
、
将
来
に
負
担
を

残
さ
な
い
町
政
運
営
に
努

め
て
頂
き
た
い
が
。

౴
（
町
長
）

安
定
し
て
税
収
の
確

保
、
引
き
続
き
行
財
政
改

革
を
、
徹
し
て
い
き
た
い
。

ү໺　ത議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

溿よ

け

の
上
地
区（
長
洲
駅
南
側
）の
整
備
事
業
に
つ
い
て

౴
商
業
施
設
等
の
誘
致
を
図
り
た
い

੔උが๬まれΔ⅐
㇈ ㆐

ͷ্஍۠

学
校
教
育
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
は

౴

児
童
生
徒
の能力

向
上
に
大
切
な
こ
と

ハ
ウ
ス
に
計
測
装
置
を
設

置
、
生
産
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
き

ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
の
運
行

や
行
方
不
明
者
の
情
報
提

供
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
事
業
展
開
を
実
施
し
て

い
る
。

໰
学
校
教
育
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
導
入
は
。

౴
（
教
育
長
）

文
科
省
が
平
成
��
年

໰
溿よ

け

の
上
地
区
の
整
備

事
業
に
つ
い
て
町
の

考
え
は
。

౴
（
町
長
）

今
後
は
開
発
の
起
爆

剤
と
な
る
商
業
施
設
等
の

誘
致
を
図
る
と
と
も
に
、

一
層
の
住
宅
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

໰
農
地
の
区
分
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
宅
地
転
用
は
問
題
な

い
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

農
地
の
区
分
は
、
第

１
種
農
地
か
ら
第
３
種
農

地
ま
で
、
長
洲
駅
か
ら
５

０
０
ｍ
以
内
３
０
０
ｍ
以

内
で
２
種
３
種
農
地
と
分

か
れ
て
い
る
。
通
常
転
用

可
能
な
土
地
は
、
２
種
農

地
、
３
種
農
地
の
み
で
あ

る
が
、
立
地
基
準
の
中
に
、

第
３
種
農
地
に
立
地
困
難

な
場
合
等
に
許
可
を
す
る

度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領

で
小
学
校
段
階
か
ら
全
教

科
で
の
情
報
化
を
推
進
。

具
体
的
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
て
授
業
改
善
、

学
習
活
動
の
充
実
を
図
り
、

教
職
員
の
校
務
の
効
率
化
、

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能

力
や
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
な
ど
を
育
成
し
て

い
く
上
で
大
切
と
認
識
し

て
い
る
。

条
件
が
あ
る
。
２
種
農
地
、

１
種
農
地
で
も
転
用
可
能

な
場
合
が
あ
る
。

໰
用
途
地
域
の
指
定
は

な
い
と
い
う
事
で
あ

る
が
、
無
秩
序
な
市
街
地

の
形
成
や
非
住
居
と
の
混

在
が
生
じ
良
好
な
住
環
境

と
な
ら
な
い
。
用
途
地
域

は
設
け
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

౴
（
建
設
課
長
）

県
に
相
談
も
し
て
い

る
が
、
現
況
で
は
難
し
い

状
態
で
あ
る
。

໰
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い

て
町
の
取
り
組
み
は
。

౴
（
町
長
）

現
在
、
光
通
信
を
活

໰
こ
の
地
域
は
も
と
も

と
圃
場
整
備
で
出
来

て
い
る
か
ら
地
権
者
の
思

い
も
あ
る
。
開
発
や
区
画

整
理
事
業
を
進
め
る
こ
と

は
難
し
い
の
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

事
業
を
推
進
す
る
に

は
、
地
権
者
の
意
見
を
聞

き
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
、
区
画
整
理
事

業
等
の
話
は
な
い
。
民
間

に
よ
る
開
発
等
が
誘
導
で

き
な
い
か
考
え
て
い
る
。

用
、
健
康
体
操
や
カ
ラ
オ

ケ
等
実
施
。
農
業
分
野
で

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
ミ
ニ
ト
マ
ト

部
会
が
連
携
、
ビ
ニ
ー
ル

̞̘ ҭͷਪਐΛڭ̩

Ӝᬑேষ議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

ぼ
た
も
ち
さ
ん
を
町
の
公
園
に
し
よ
う
��

౴
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
く

໰
２
０
２
０
年
放
送
予

定
で
柳
川
市
が
立
花

宗
茂
と
誾
千
代
姫
の
物
語

を
招
致
さ
れ
て
い
る
。
女

城
主
誾
千
代
姫
は
腹
赤
村

で
病
死
と
な
っ
て
お
り
こ

の
物
語
が
ド
ラ
マ
化
さ
れ

た
ら
町
で
も
撮
影
が
あ
る

と
思
う
。
病
死
し
た
場
所

が
俗
名
ぼ
た
も
ち
さ
ん
で

史
蹟
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
。
民
有
地
な
の
で
町
が

購
入
し
て
公
園
と
し
て
管

理
を
お
願
い
す
る
。

౴
（
町
長
）

町
指
定
の
文
化
財
の

立
花
宗
茂
婦
人
の
墓
で
通

称
ぼ
た
も
ち
さ
ん
は
、
平

成
��
年
６
月
の
熊
日
新
聞

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
報
道
さ
れ
多

く
の
人
達
が
見
学
に
こ
ら

れ
て
い
る
。
今
回
の
大
河

ド
ラ
マ
招
致
委
員
会
に
お

い
て
も
、
誾
千
代
さ
ん
の

つ
な
が
り
で
招
致
委
員
の

ひ
と
り
と
し
て
参
加
し
て

い
る
。
今
後
ド
ラ
マ
が
決

定
す
れ
ば
、
誾
千
代
さ
ん

の
つ
な
が
り
で
町
に
と
っ

て
も
光
栄
で
あ
る
と
同
時

に
、
町
か
ら
全
国
に
情
報

を
発
信
し
観
光
の
振
興
と

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
認

識
し
て
い
る
。
歴
史
の
息

づ
く
潤
い
の
あ
る
景
観
を

創
出
し
地
域
の
活
性
を
図

る
た
め
、
ぼ
た
も
ち
さ
ん

を
中
心
と
し
た
公
園
整
備

に
向
け
た
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。

ଏ໊΅ͨもͪさΜ

ຊ఩ଠ࿠議һٶ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
計
画
は

౴
教
育
委
員
会
に
お
い
て
導
入
計
画
を
検
討
、
策
定

̞̘ ͷ੔උΛڥ؀̩

上
沖
洲
、鷲
巣
線
の
道
路
整
備
は

౴

今
後
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る

໰
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
校
で
は

学
力
に
効
果
が
上
が

っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

導
入
計
画
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

౴
（
教
育
長
）

本
町
の
教
育
に
適
し

た
活
用
方
法
を
調
査
、
検

討
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
検

討
会
を
設
置
し
、
こ
の
中

໰
こ
の
道
路
は
通
学
路

で
、
中
学
生
の
自
転

車
通
学
が
多
い
。
安
心
し

て
通
学
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
。

౴
（
町
長
）

で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
補
修
を
す
る
。

໰
腹
栄
中
体
育
館
か
ら

北
へ
��
メ
ー
ト
ル
地

点
の
歩
道
が
整
備
さ
れ
て

で
協
議
を
重
ね
て
、
導
入

に
向
け
た
取
り
組
み
内
容

を
定
め
、
教
育
委
員
会
に

お
い
て
導
入
計
画
を
策
定

す
る
。

໰
特
別
支
援
教
育
の
視

点
か
ら
必
要
性
が
あ

る
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

特
別
支
援
学
級
に
お

な
く
、
深
い
溝
に
な
っ
て

い
る
。
歩
行
者
に
と
っ
て

夜
間
は
危
険
で
あ
る
。
対

策
を
。

౴
（
町
長
）

隣
接
の
地
権
者
等
々

と
協
議
を
行
い
現
在
、
水

路
の
か
さ
上
げ
お
よ
び
溝

の
ふ
た
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ

設
置
の
工
事
を
行
っ
て
お

り
年
内
に
完
了
す
る
。

い
て
も
、
拡
大
と
か
、
黒

板
と
か
、
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
に
活
用
も
さ
れ

て
い
る
。

໰
現
在
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
台
数
で
は
足
り
な

い
の
で
は
、
今
後
の
見
込

み
は
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

将
来
は
各
教
室
に
モ

ニ
タ
ー
を
１
台
ず
つ
、
電

子
黒
板
の
機
能
を
持
た
せ

る
た
め
の
ユ
ニ
ッ
ト
等
を

備
え
る
。
ま
た
、
モ
ニ
タ

໰
向
野
踏
切
か
ら
名
石

宮
ま
で
の
道
路
は
凹

凸
が
あ
り
、
舗
装
が
剥
が

れ
た
所
も
あ
り
危
険
で
あ

る
。
対
策
は
。

ー
テ
レ
ビ
と
パ
ソ
コ
ン
を

接
続
し
て
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

も
必
要
。

໰
そ
の
た
め
に
は
ど
れ

だ
け
の
経
費
が
必
要

か
。౴

（
学
校
教
育
課
長
）

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
が

��
台
、
モ
ニ
タ
ー
取
り
つ

け
ユ
ニ
ッ
ト
関
係
が
��
台

の
経
費
が
必
要
。
普
通
教

室
以
外
の
特
別
教
室
等
に

も
将
来
的
に
必
要
に
な
る
。

౴
（
建
設
課
長
）

交
通
上
危
険
性
が
あ

る
場
所
は
応
急
的
な
形
で

年
間
維
持
の
舗
装
工
事
や

部
分
舗
装
等
の
工
事
を
出

し
て
対
応
す
る
。

なಓ࿏੔උΛٸૣ

ᖛଜ๕ޫ議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
登
録
者
な
の
に
利
用
で
き
な
い
人
が
い
る

౴
利
用
者
に
配
慮
し
た
運
行
を
検
討
す
る

ར༻ऀに഑ྀͨ͠ӡߦΛ

こ
う
い
っ
た
状
況
に
つ
い
て

౴

大
変
申
し
訳
な
か
っ
た

໰
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー

登
録
者
で
あ
り
な
が

ら
、
利
用
で
き
な
い
人
が

い
る
。
道
路
が
狭
く
、
乗

車
で
き
る
場
所
ま
で
歩
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
が
、
足
が
弱
く
、

さ
ん
私
に
も
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
方
々
の
家
か

ら
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
な

ん
か
を
活
用
す
る
方
法
、

あ
る
い
は
極
端
に
言
え
ば
、

軽
自
動
車
を
導
入
し
て
、

狭
い
道
で
も
行
け
る
よ
う
、

そ
う
い
う
方
法
も
あ
る
か

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
こ
れ
も
事
業
者

そ
こ
ま
で
歩
く
こ
と
さ
え

大
変
な
状
況
で
あ
り
、
病

院
に
行
く
た
め
に
も
利
用

で
き
な
い
。
こ
う
い
っ
た

状
況
は
、
ほ
か
に
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
業
務
委

託
者
と
し
て
所
見
を
伺
う
。

と
委
託
者
と
さ
ま
ざ
ま
な

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
費

用
面
等
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た

交
通
弱
者
、
狭
い
道
と
か
、

そ
う
い
う
の
に
配
慮
に
至

ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、

本
当
に
私
も
申
し
訳
な
か

っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

౴
（
町
長
）

３
台
体
制
後
の
平
成

��
年
��
月
か
ら
��
年
９
月

ま
で
の
利
用
者
数
が
１
万

８
３
０
７
人
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
度
の
利
用
者
数

は
１
万
９
０
０
０
人
を
超

え
る
見
込
み
で
、
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
指
摘
の
と
お
り

車
両
が
安
全
に
リ
タ
ー
ン

で
き
な
い
場
所
や
進
入
で

き
な
い
場
所
等
は
安
全
面

໰
こ
う
い
っ
た
状
況
の

そ
の
住
民
に
対
す
る

町
長
の
所
見
は
、
そ
の
所

見
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
の

対
応
は
今
述
べ
ら
れ
た
と

お
り
と
思
う
の
だ
が
。

を
配
慮
し
て
広
い
場
所
で

乗
降
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、

利
用
者
に
長
い
距
離
を
歩

い
て
も
ら
う
と
利
用
者
に

対
し
て
不
便
を
か
け
る
こ

と
も
あ
る
。
今
後
ま
す
ま

す
進
む
高
齢
社
会
に
お
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
利
用

が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
安

心
安
全
か
つ
便
利
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

利
用
者
に
配
慮
し
た
運
行

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

౴
（
町
長
）

や
は
り
高
齢
者
の
利

用
が
一
番
多
い
き
ん
ぎ
ょ

タ
ク
シ
ー
で
す
。
狭
い
道
、

き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
が
入

れ
な
い
と
き
は
ど
う
す
る

の
か
と
、
課
題
等
が
た
く

෱Ӭӫॿ議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

火
葬
場
道
路
の
整
備
を
早
く
す
べ
き

౴
工
事
完
了
後
に

なಓ࿏੔උΛٸૣ

公
文
書
の
改
ざ
ん
で
は
な
い
か

౴

公
文
書
の
改
ざ
ん
で
は
な
い

事
務
の
停
滞
で
あ
る

໰
ま
ず
は
、
第
一
点
、

火
葬
場
道
路
の
整
備

を
、
平
成
��
年
に
要
請
し

た
が
、
一
日
も
早
く
す
べ

き
で
は
な
い
か
伺
う
。

思
っ
て
い
る
。
審
査
は
机

の
中
か
ら
申
請
書
が
出
て

き
て
か
ら
し
た
。

໰
法
令
の
遵
守
は
、
地

方
自
治
体
に
お
け
る

事
務
遂
行
の
大
前
提
で
あ

る
。
パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ

౴
（
町
長
）

長
洲
玉
名
線
の
供
用

開
始
を
、
平
成
��
年
度
に

向
け
、
県
も
鋭
意
努
力
さ

れ
て
い
る
の
で
そ
の
後
に

4
m
道
路
と
し
て
実
施
し

ム
管
理
者
は
誰
か
、
証
拠

と
な
る
ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
の

デ
ー
タ
ー
の
提
出
を
望
む
。

౴
（
総
務
課
長
）

危
機
管
理
上
重
要
な

も
の
な
の
で
出
せ
な
い
。

た
い
と
考
え
て
い
る
。

໰
要
請
し
て
か
ら
�
年

た
っ
て
い
る
、
い
つ

出
来
る
の
か
。

໰
金
魚
村
の
不
明
事
項

は
、
公
文
書
の
改
ざ

ん
で
は
な
い
か
伺
う
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

事
務
の
停
滞
で
あ

る
。
良
い
か
悪
い
か
わ
か

ら
な
い
が
、
大
変
申
し
訳

な
い
、
私
の
独
断
で
や
む

を
得
ず
、
口
答
で
延
長
の

許
可
を
出
し
た
。

໰
申
請
書
の
受
取
り
は

誰
な
の
か
。

౴
（
建
設
課
長
）

平
成
��
年
度
工
事
完

了
後
の
予
定
で
あ
る
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

わ
か
ら
な
い
。

໰
受
付
印
は
誰
が
押
し

た
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

そ
れ
も
わ
か
ら
な
い
。

໰
担
当
課
長
は
、
こ
の

書
類
を
い
つ
見
た
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

い
つ
見
た
か
覚
え
て

い
な
い
。
私
の
机
の
中
で

眠
っ
て
い
た
。
事
務
が
遅

延
し
た
こ
と
申
し
訳
な
く

ᖛ⃻　ٱ議һ
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ࠂमใݚ

　

研
修
は
あ
ら
か
じ
め
申
し
込
み
の
あ
っ

た
議
会
広
報
を
他
町
村
の
参
加
者
か
ら
コ

メ
ン
ト
し
て
も
ら
い
、
全
体
的
な
と
こ
ろ
か

ら
表
紙
や
見
出
し
の
表
現
、
文
字
数
や
色
の

使
い
方
、
さ
ら
に
は
読
者
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
や
、
興
味
深
い
事
項
の
取
り
あ

げ
方
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
示
し
な
が

ら
講
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
そ
れ

に
対
す
る
作
成
側
の
意
図
が
ど
こ
に
あ
っ

た
の
か
を
説
明
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
さ
ら

に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
何
が
大
事
で
、
何

が
足
り
な
か
っ
た
の
か
な
ど
を
ひ
と
つ
づ

つ
確
認
し
て
ゆ
く
手
法
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
町
の
議
会
だ
よ
り
「
潮
さ
い
」
は
今
回

事
前
の
申
し
込
み
を
し
て
お
ら
ず
、
講
評
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の

研
修
で
得
た
知
識
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
実
際

の
編
集
に
も
活
用
し
、
読
者
に
対
し
て
い
か

に
情
報
を
伝
え
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会

だ
よ
り
に
し
て
ゆ
く
か
等
々
、
参
加
し
た
委

員
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
議
会
の
改
選
後
、
新
た
に

広
報
調
査
特
別
委
員
に
選
出
さ
れ
た
議
員

７
人
の
う
ち
、
他
の
公
務
と
の
関
係
で
出
席

で
き
な
か
っ
た
議
員
を
除
き
、
６
人
で
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
の
う
ち
２
人
は

広
報
の
作
成
に
つ
い
て
経
験
が
な
く
、
広
報

づ
く
り
の
イ
ロ
ハ
か
ら
町
民
に
読
ん
で
も

ら
う
た
め
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

と
い
っ
た
深
い
内
容
に
ま
で
わ
た
っ
て
の

研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　

税
法
上
の
寡
婦
控
除
で

は
、
対
象
と
な
る
人
を
夫

と
死
別
し
、
若
し
く
は
離

婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い

な
い
人
、
又
は
夫
の
生
死

が
明
ら
か
で
な
い
一
定
の

人
で
、
扶
養
親
族
が
い
る

人
又
は
生
計
を
一
に
す
る

子
が
い
る
人
と
し
、
婚
姻

歴
の
な
い
ひ
と
り
親
を
対

象
に
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
日
本
弁
護
士
連
合
会

が
関
係
す
る
省
庁
や
、
自

治
体
に
み
な
し
適
用
を
要

望
し
た
こ
と
か
ら
、
全
国

的
に
導
入
す
る
自
治
体
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

広
報
に
お
け
る「
客
観
と
主
観
」
熟
議
を
通
し
て

「
読
む
！
質
す
！
生
か
す
！
」

（
於
・
熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館
）

޿ ใ ௐ ࠪ
ಛผҕһ会

な࣭ٙԠ౴がల։されͨൃ׆
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婚
姻
を
せ
ず
に
子
育
て
を
し
て
い

る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
、
寡
婦
控
除

の
み
な
し
適
用
が
必
要
と
考
え
る
が
？

平
成
��
年
��
月

定
例
会
一
般
質
問

　

法
律
上
、
婚
姻
歴
の
あ
る
ひ
と
り

親
世
帯
に
は
税
法
上
の
寡
婦
控
除
が

適
用
さ
れ
る
が
、
非
婚
に
は
適
用
さ

れ
な
い
。
子
育
て
の
状
況
に
差
が
な

い
の
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
生

じ
て
お
り
、
町
も
み
な
し
適
用
が
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

答　
　
　
　

弁

そ
の
後

寡
婦
控
除
の

み
な
し
適
用
に

つ
い
て

　

非
婚
ひ
と
り
親
世
帯
に
も
寡
婦
控

除
の
み
な
し
適
用
が
導
入
さ
れ
、
平

成
��
年
４
月
よ
り
保
育
料
が
、
同
年

��
月
以
降
の
募
集
に
よ
り
入
居
が
決

ま
っ
た
町
営
住
宅
の
使
用
料
が
軽
減

さ
れ
て
い
る
。

あん質問はどがんなった追跡レポート
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次の定例会は

開会の予定です

˞Ұൠ࣭໰ͷ಺༰はொϗʔϜϖʔδで
　Ӿ覧で͖ます。

皆さん傍聴に出てこんね！

次の定例会は
皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

˙໰い߹Θͤઌ

ి࿩　
議会ࣄ຿ہ

̓̔ʵ̏̎̍̕

खଓ͖͸ॅॴɾ໊ࢯɾ೥ྩΛॻ͚ͩ͘Ͱ͢

18潮さい（H30.2.15 No.132）「ながす議会だより 潮さい」は　　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

　

い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を

ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
の
シ
ー
ズ
ン

で
す
ね
。
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
っ
か
り
予
防
し
ま
し

ょ
う
。
必
ず
う
が
い
手
洗
い

を
行
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
是

非
「
ま
ご
わ
や
さ
し
い
」
を

実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
…
豆
、ご
…
ゴ
マ
、わ
…

ワ
カ
メ
海
藻
類
、や
…
野
菜
、

さ
…
魚
、し
…
椎
茸
キ
ノ
コ

類
、い
…
イ
モ
類

　

一
日
の
食
事
の
中
に
こ

の
食
品
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

で
も
無
理
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
の
食
事

に
ち
ょ
っ
と
プ
ラ
ス
で
と

考
え
て
く
だ
さ
い
。
体
に
や

さ
し
い
食
事
で
こ
の
冬
を

元
気
に
の
り
き
り
ま
し
ょ

う
。�

（
前
田
）
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広
報
委
員

委
員
長
　
濱
村
　
芳
光

副
委
員
長
　
前
田
美
和
子

委
　
員
　
中
川
　
雅
明

委
　
員
　
大
森
　
秀
久

委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

委
　
員
　
磯
野
　
　
博

委
　
員
　
福
永
　
栄
助

発
行
責
任
者

議
　
長
　
徳
永
　
範
昭

෍୩　ઍणࢠさΜʢٶϊொ۠ʣ

ϊொ۠ʣٶ໦　๛ඒさΜʢߥ

傍聴席から一言

町民の声

ɹ௕ऱொにॅΜͰྑ͔ͬͨ。ຖ೔、৽ฉ౳のχϡʔεをݟていΔと、ఱࡂਓ݅ࣄ、ࡂ͹͔Γຢ、ۙ Ͱࠃྡ

はେมͳ͖ى͕ࣄΑ͏としています。ࠃ੓Ͱもٙ問のଟいࣄ͹͔Γ。ͦ Ε౳を͑ߟΔと、զ͕௕ऱொは

Կࣄもͳ҆͘৺して฻ΒͤΔࣄを、ͤ޾にࢥいます。

ɹগࣾྸߴࢠձをࡒ、͑߇੓͖ͼしいத、ॾ問୊ੵࢁとࢥいます͕、ொࣥߦ部のঘ一૚の౒ྗを͓ئいし

ます。

ɹʮ௕ऱொにॅΜͰྑ͔ͬͨ。ʯ͜ Ε͔ΒもؤுΓましΐ͏。৽ਓٞһ͞ΜのॳΊての質問、৽઱͕͞Α͔ͬ

ͨͰす。ظ଴します。

ɹʮ͓はΑ͏͟͝いますʯʮ๩し͔ͬͨʁʯͳ

ͲԿ͛ͳいձ࿩͔Β࢝まΔάϧʔϓ。

ɹօ͞Μ、ͪ ΐͬとචをࣥͬてΈまͤΜ͔ʁ

ɹຖिՐ༵೔、தԝެຽؗにてޕલ࣌̕��

෼͔Β׆ಈしています。

ɹ݄ࢽץʮॻのࣨڭʯをجにຖ݄出඼をし൷

ධをड͚ঢڃʢঢஈʣしてい͖ます。օ͞Μָ

しΈͳ͕ΒॻいていますΑ。ொのจԽࡇにも

出లしています。

町民のひろば

心静めて書道教室


